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後に教師となり、岐阜県の高等学校に赴任しました。田中先生は 1923 年生まれ、満 89 歳に
なられ、この正月も年賀状をいただきました。感謝するとともに長寿を祈念しています。 
 
3. 考察 
私は宗教には全く無頓着であり、ここで理解した神様は天照大神でもお釈迦様でもありま
せん。ましてやリンカンがゲデイスパーグの演説で自由を与えたとする、西洋人にとっての
ゴッドでも決してありません。むしろ、このゴッドを福沢諭吉が『学問のすゝめ』の冒頭で
意訳、新たに表現した「天」として理解できそなうなものと考えています。私はこの後もこ
の「天」に包まれて、教師としての人生を進めていきたいと思っています。 
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